
HPV ワクチンの接種を検討している　お子様と保護者の方へ

ワクチン接種の「意義・効果」

HPVワクチンは、積極的におすすめすることを一時的にやめています

現在使用されているHPV ワクチンは、子宮けいがんの原因の50 ～70％１）を占める２つのタイプ（HPV16 型と
18 型）のウイルスの感染を防ぎます。

HPVに感染しても多くの場合は自然に排除されますが、感染が続くと、その一部が前がん病変になり、さらに
その一部ががんになります。また、HPVの感染は、一生のうち何度も起こりえます。

1）ヒトパピローマウイルス（HPV）ワクチンに関するファクトシート（平成 22（2010）年 7月7日版）国立感染症研究所
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ワクチンの｢意義･効果｣と
｢接種後に起こりえる症状｣について
確認し、検討してください。
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※HPVワクチンは新しいワクチンのため、子宮けいがんそのものを予防する効果は、現段階ではまだ証明されていません。しか
し、HPVの感染や子宮けい部の前がん病変（がんになる一歩手前の状態）を予防する効果は確認されています。

　子宮けいがんのほとんどは前がん病変を経由して発生することをふまえますと、子宮けいがんを予防することが期待されます。
海外の疫学調査では、HPVワクチンの導入により、導入前後で、HPVの感染率や子宮けい部の前がん病変が減少したとの
報告があります。
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子宮けいがんの主な原因ウイルスの感染を防ぎます
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子宮けいがんの原因は、性的接触によって感染するヒトパピローマウイルス（HPV）です。そのため、ワクチンを
接種してウイルスの感染を防ぐことで、子宮けいがんを予防できると考えられています。
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わが国における、HPV ワクチンの効果推計（生涯累積リスクによる推計）
HPV ワクチンの接種により、10万人あたり859 ～ 595人が子宮けいがんになることを回避でき、また、10万人
あたり209 ～144人が子宮けいがんによる死亡を回避できる、と期待されます。
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子宮けいがんの進行と2つの予防法
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HPVは広くまん延しているウイルスであり、我が国では年間約10,000人が子宮けいがんにかかり、それにより
約2,700人がなくなられるなど重大な疾患となっています。
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予防法①ワクチンで予防
予防法②検診で早期発見
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HPVワクチンを受ける　お子様と保護者の方へ

もしも、気になる体調変化があった場合は、このリーフレットを参考に、
医師等に相談してください。

ワクチンを受けた後は、体調に変化がないか充分に注意してください。
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HPVワクチンは、積極的におすすめすることを一時的にやめています
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ワクチンを受けた日ははげしい運動はやめてください。

ワクチンを受けた後30分ほどは座って様子をみてください。※※極度の緊張や、強い痛みをきっかけに、生理的な反応として、

　脈拍がゆっくりになったり、血圧が下がったり、時に気を失うことが

　あります（この反応を、血管迷走神経反射と言います。）。
　通常、横になって休めば自然に回復しますが、
　この時に、倒れてケガをすることがあります。
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気になる症状が出たときはすぐにお医者さんや周りの大人に相談してください。
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ワクチン接種後に、もしも気になる症状が出てきた場合は、

迷わず、すぐに医師等に相談しましょう。
心配される症状を次頁に掲載していますので、参考にしてください。


